
特定秘密保護法施行に対する抗議声明（案） 
 
 
 私たちは、特定秘密保護法（特定秘密の保護に関する法律）が 12 月 10 日に

施行されることに抗議します。 
 
 この法律は（１）国家が持つ情報のうち、外交、安全保障、スパイなどの有

害活動、「テロリズム」に関する情報を特定秘密に指定し、（２）特定秘密を取

り扱える者を限定し、（３）取扱者本人やその周囲の人々に対し適性評価という

調査を行い、（４）特定秘密を外部に漏らしたり、外部から獲得しようとする者

に対して最高で懲役 10 年という厳しい刑罰を加えるものです。 
 
 この法律に対しては昨年 12 月の制定時に多くの反対の声が上がりましたし、

その運用基準に対してもパブリックコメントで多数の批判が寄せられました。

しかし、政府は結局それらの声に耳を傾けることなく法律の施行を強行しよう

としています。 
 
 この法律の問題点としては、（１）特定秘密の範囲が広くて曖昧であるため、

本来市民に公開されるべき情報まで隠されてしまう可能性があること、（２）秘

密指定が適切かどうかの監視機関メンバーが官僚によって独占されたりしてお

り、国会議員も含め外部からチェックすることができないこと、（３）適性評価

という名目で、公安警察が市民のプライバシーや政治的自由を広範に侵害する

ことが心配されること、（４）刑罰の威嚇によってメディアによる調査・報道が

萎縮させられる危険があること、などを挙げることができます。 
 
 このままでは三権分立が事実上否定され、行政官僚が国家の頂点に立つこと

になってしまいます。私たちは、憲法で定められた民主主義と基本的人権の観

点から、この法律の施行を中止し、法律を廃止することを求めます。 
 

2014 年 12 月 10 日 
 
 
 
 
 
 



賛同団体（五十音順） 
・アムネスティ日本・高知グループ 
・NPO 法人土といのち 
・グリーン市民ネットワーク高知 
・高知私学教職員組合 
・高知エスペラント会 
・高知教職員組合（日教組高知） 
・高知県革新懇 
・高知県教職員組合（高知県教組） 
・高知県職員労働組合 
・高知県戦没者平和遺族会 
・高知県母親運動連絡会 
・高知県平和委員会 
・高知県平和運動センター 
・高知憲法会議 
・高知県労働組合連合会（高知県労連） 
・高知市民劇場幹事会 
・高知保険医協会 
・国民主権を守り暮らしにいかす懇談会（憲法懇談会） 
・護憲連合高知県本部 
・自治労高知県本部 
・市民オンブズマン高知 
・社会民主党高知県連合 
・新社会党高知県本部 
・新日本婦人の会高知県本部 
・生活協同組合コープ自然派しこく 
・たちあがる市民グループ＠高知 
・治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟高知県本部 
・特定秘密保護法をなくす市民の会・高知 
・日中友好協会高知支部 
・日本科学者会議高知支部 
・日本共産党高知県委員会 
・日本国民救援会高知県本部 
・平和資料館草の家 
・平和な未来を考える高知の会 
・民青同盟高知県委員会                     以上３５団体。 


